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第３章　協力計画

３－１　相手国政府国家政策上の位置づけ

モロッコ政府は適正な廃棄物処理の実施を必要な国家的課題ととらえており、2006 年に廃棄

物管理法（法律 28-00）、2008 年に国家廃棄物管理計画（PNDM）を策定した。PNDM においては、

2008 年からの 15 年間で全国の廃棄物収集率を 70％から 90％に改善し、併せて最終処分場のリ

ハビリ（改善、もしくは閉鎖したうえで土地を利用）を実施し適切な最終処分を行うと同時に維

持管理体制の改善、分別収集・リサイクルシステムの確立を目標としている。

プロジェクトの対象であるティズニット県及びティズニット市は、中小都市及び村落部に該当

し、現在のところ一般廃棄物の衛生埋立処分場は皆無であり、収集率もティズニット市を除いて

極めて低い状態である。本プロジェクトによって、これら廃棄物管理の改善が遅れている中小都

市及び村落部における廃棄物管理の改善を支援することは、モロッコ政府が国家的課題として掲

げている「適正な廃棄物処理の実施」と合致し、政策上位置づけは高い。

３－２　わが国援助政策との関連 

本プロジェクトは、わが国の対モロッコ援助方針の重点分野の 1 つである環境保全と整合して

いるほか、わが国が 2004 年に国際社会に提唱した 3R イニシアティブの基本方針とも合致して

いる。

３－３　協力の基本方針 

前述のように、モロッコでは大都市や中核的都市レベルでの廃棄物管理は民間連携や投資に

よって改善しつつあるものの、地方中小都市の廃棄物管理改善についてはまだ緒に就いたばかり

である。

とりわけ、複数のコミューンを巻き込んだ広域的な廃棄物管理については、まだ実践がほとん

どなされていない。したがって、本プロジェクトにおいて、ティズニット市を核とした周辺コ

ミューンとの広域的な廃棄物管理体制が構築されれば、その構築方法や制度・システム設計のあ

り方は、今後の他地域における同様の取り組みのモデル事例になると期待される。

このことから、本プロジェクト実施によってティズニット県内の廃棄物管理が改善され、この

モデルがモロッコの他県においても共有されるよう支援することを協力の基本方針とする。

なお、本プロジェクトでは、とりわけ記載がない限り、一般廃棄物を対象とする。

３－４　プロジェクトの詳細設計 

現在モロッコでは、各県ごとに廃棄物管理改善のための M/P を策定中であり、ティズニット

県においても、広域廃棄物管理を視野に入れた M/P がドラフトされている。

本事業では、まずはティズニット県の現状分析を行い（成果 1）、ティズニット県の県庁所在

地であるティズニット市において 3R を含む廃棄物収集・運搬システムの改善（成果 2）と既存・

新規埋立処分場運営管理能力向上（成果 3、4）を図る。同様に、ティズニット市以外で選定さ

れたコミューンにおいての収集・運搬システム改善（成果 5）、既存埋立処分場運営能力向上（成

果 6）を行う。加えてティズニット市及び周辺コミューン・パイロットエリア住民の意識啓発活

動も行う（成果 8）。これらの成果・知見を基に、県 M/P 実施のための指針を作成する（成果 7）。
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以上より、県の M/P を基に廃棄物管理改善を行うための計画立案、実施に関するモデルをティ

ズニット県で確立し、将来的には他県にも広げることをめざす。

なお、プロジェクト目標、成果で言及している「能力向上」とは、ティズニット市及びコミュー

ンにおける廃棄物管理にかかわる職員が廃棄物収集・運搬、処理といった一連の業務を継続的に

行うための具体的な計画策定が行えるようになることをめざしており、その一部をパイロット活

動により実証する。

（1）プロジェクトの上位目標（アウトカム）

本件要請書の上位目標は「3R を含む廃棄物広域管理システムが中小都市、及び村落コ

ミューンにおいて確立しモロッコ内に普及する」であったが、現地調査及び先方との協議の

結果から、以下のとおりとした。

①　 ティズニット市を核とし、周辺コミューンを含む複数の自治体が、一般廃棄物管理

M/P を実施するため必要となる能力を身につけることにより、「ティズニット県にお

ける廃棄物管理が改善される」。

②　 本プロジェクトの実施結果がモデル化され、ティズニット県と同様の特性をもつ地方

（他県）に普及することを目標として、「ティズニット県における廃棄物管理能力モデ

ルがモロッコの他県においても共有される」。

上位目標

1.　ティズニット県における廃棄物管理が改善される。

2.　ティズニット県における廃棄物管理モデルがモロッコの他県においても共有される。

（2）プロジェクト目標

プロジェクト目標は上位目標を受けて、「ティズニット県における廃棄物管理能力が向上

する」と設定する。

プロジェクト目標の達成指標については、できるだけ具体的に設定し、達成すべき目標が

プロジェクト関係者全員にとって共有されるようにする必要がある。詳細計画策定調査段階

では具体的な数値指標は定めていないが（付属資料２：PDM 参照）、プロジェクトの初期段

階におけるキャパシティ・アセスメントに基づくベースラインの設定により、専門家チーム

と C/P が十分協議をしたうえで、より具体的な複数の指標を設定する必要がある。

（3）成果（アウトプット）と活動 
1）成果 1

ティズニット県における廃棄物管理の現状は、県が策定中の M/P にも記述はあるもの

の、データの質については、本プロジェクト実施の際のベースラインとなり得るか否かを

検証する必要がある。また、プロジェクト期間中並びに終了後においても、PDCA（Plan/
Do/Check/Action）サイクルによる継続的な改善を実現するためにはモニタリングは必要不

可欠であり、その手法を C/P が身につけることが重要である。そのため、プロジェクトの

成果 1 と活動は以下のように設定した。
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成果 1：ティズニット県における廃棄物管理の現状と課題が取りまとめられる。

①　廃棄物管理組織体制を分析する。

②　廃棄物管理に係る財務・経済の現状を分析する。

③　周辺コミューンにおける廃棄物管理の現状を分析する。

④　廃棄物の重量・組成分析調査を実施する。

⑤　既存処分場の現状を分析する。

⑥　廃棄物管理の意識に係る社会調査を少なくとも 3 回実施する。

⑦　廃棄物管理に係る課題を分析する。

⑧　廃棄物分別及び処理ルールに関する指針を作成する。

2）成果 2
ティズニット市との協議においては、市が「ゴミ収集事業の近代化」というキーワード

で収集改善への協力を強く望んだことから、プロジェクトの成果 2 と活動は以下のとおり

設定した。

成果 2：ティズニット市における 3R 活動を含む収集・運搬が近代化される。

①　廃棄物収集・運搬システム改善計画を作成する。

②　3R 活動改善計画を作成する。

③　 ティズニット市において廃棄物収集・運搬改善のためのパイロット活動を実施す

る。

④　ティズニット市内の選定地域において 3R に関するパイロット活動を実施する。

3）成果 3
ティズニット市との協議においては、市から最終処分場に係る支援が要請された。具体

的には、新規埋立処分場の整備が完了するまでの間、既存の最終処分場（オープン・ダン

ピング）の改善に係る技術協力と、新規処分場の整備に係る「技術協力」「資金協力」で

あったが、「資金協力」は本プロジェクトの対象外である旨説明し理解を得た。そのため、

本プロジェクトでは、以下のことを行うこととした。

①　 新規の最終処分場整備が完了するまでの間、既存の最終処分場（オープン・ダンピ

ング）改善に係る技術的助言や指導などの技術協力

②　 新規の最終処分場整備に係る設計段階の技術的助言などの「技術協力」

成果 3：ティズニット市の既存廃棄物処分場の改善・管理能力が向上する。

①　ティズニット市における既存廃棄物処分場改善計画を作成する。

②　ティズニット市における既存廃棄物処分場改善パイロット活動を実施する。

③　既存廃棄物処分場管理のための人材研修を実施する。

4）成果 4
成果 4 は前述のように新規の最終処分場に係る能力強化をめざす。

成果 4：ティズニット市により新規衛生埋立処分場を計画・管理する能力が向上する。

①　 新規衛生埋立処分場計画策定・施工監理・維持管理のための人材研修を実施す

る。
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②　ティズニット市に対して衛生埋立処分場計画に関するアドバイスを行う。

③　新規衛生埋立処分場管理計画を作成する。

5）成果 5
本プロジェクトにおいては、ティズニット市周辺の 3 カ所程度の村落コミューンを対象

とし、現行の廃棄物管理体制の分析を行う。また、その結果に基づいて改善のためのガイ

ドラインを作成、ティズニット市とこれらコミューンの連携による広域的な廃棄物管理体

制の構築をめざす。対象とする分野は廃棄物管理の重要課題である「収集・運搬」と「既

存最終処分場」改善とする。

成果 5： ティズニット市以外のモデルコミューンにおける廃棄物収集・運搬能力が向上

する。

①　3 つのモデルコミューンを選定する。

②　コミューンにおける廃棄物管理体制を分析する。

③　廃棄物管理に係る人材トレーニングのためのワークショップを開催する。

④　廃棄物収集・運搬計画を作成する。

6）成果 6
成果 6 は前述のとおりモデルコミューンにおける既存最終処分場管理に係る能力強化を

めざす。

成果 6： ティズニット市以外の選定されたコミューンにおいて既存廃棄物処分場管理能

力が向上する。

①　3 つのモデルコミューンを選定する 。
②　コミューンにおける廃棄物処分場管理体制を分析する。

③　処分場改善計画を作成する。

7）成果 7
2012 年 3 月以降に策定が完了するティズニット県の一般廃棄物管理 M/P は、その内容

を県内コミューンの日常の廃棄物管理に反映させることが重要である。成果 7 においては、

M/P を具体的に実行するための指針を策定することとする。

成果 7：ティズニット県の M/P に沿った廃棄物管理指針作成能力が向上する。

①　廃棄物管理に係る県の M/P をレビューする。

②　M/P において達成すべき目標を特定する。

③　M/P 実現のためのアクションプランを作成する。

④　M/P 実施のための指針を作成する。

8）成果 8
前述の活動を行い、成果を出すには、廃棄物管理への住民の理解と参加は必要不可欠で

あることから、成果 8 においては、住民の意識啓発をめざす。

成果 8：ティズニット市パイロットエリア住民の廃棄物管理に関する意識が向上する。

①　 成果 1 の活動 6 を基に廃棄物管理に係る住民意識啓発のためのアクションプラン
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を作成する。

②　住民意識啓発のための教材等を作成する。

③　住民意識啓発活動を実施する。

④　上記③に基づく住民意識啓発活動普及計画を作成する。

以上のプロジェクト目標と 8 つの期待される成果（アウトプット）の関係を図示すると図

－３のようになる。
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図－３　プロジェクト目標と成果の関係

（4）投入（インプット）

1）日本側

①　日本人専門家

総括 / 廃棄物管理、廃棄物収集計画 / 廃棄物調査、3R 活動計画、埋立処分場計画 / 廃
棄物エンジニアリング、経済・財務分析 / 組織分析、環境社会配慮及び住民意識啓発

②　パイロット活動に必要となる資機材

・　パイロット活動に必要となる資機材

・　住民啓発用ツール及び材料

③　カウンターパート研修

・　カウンターパートに対する本邦研修の実施

2）モロッコ側

・　カウンターパートの選任
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・　 プロジェクト実施に必要となる機材、施設の用意

・　 日本人専門家用の事務所（あるいは執務室）

・　 活動に必要となるモロッコ側の支出（C/P 並びに関係職員の給与、水道光熱費、各種

手数料等）

（5）外部条件

1）上位目標達成のための外部条件

・　モロッコにおける廃棄物管理に関する政策や法律が大きく変わらない。

・　プロジェクトにおいて提案された活動に対しモロッコ政府が十分な予算を確保する。

2）プロジェクト目標達成のための外部条件

・　モロッコ側 C/P がプロジェクト期間中に異動しても、体制や技術が引き継がれる。 

3）成果達成のための外部条件

・　新規の最終処分場が計画どおりに建設される。

・　パイロット活動にかかわる住民等関係者の理解が得られる。

（6）前提条件

・　ティズニット県の一般廃棄物管理 M/P が最終化される。

 
３－５　5 項目評価 

（1）妥当性

現在、モロッコは法律 No.28-00 及び PNDM に基づき、全国規模で廃棄物管理の改善を進

めているが、大都市における対策は進んでいるものの、地方の中小都市及び村落部では対策

が遅れている状況である。本プロジェクトは、対策が遅れている中小都市及び村落部におけ

る廃棄物管理を近代化、広域化することを通じて地方廃棄物管理の改善モデル構築をめざす

ものであり、現状と課題によく対応している。

本プロジェクトの目標及び上位目標は、環境保全を重点分野の 1 つとするわが国の対モ

ロッコ援助方針と整合しているほか、わが国が 2004 年に国際社会に提唱した 3R イニシア

ティブの基本方針とも合致する。よって妥当性は大変高いと判断される。

（2）有効性

ティズニット県は現在、一般廃棄物管理 M/P 策定作業の最終段階にあるが、同県は①収

集運搬については一定水準以上の能力があるものの、最終処分場の閉鎖・新規建設について

喫緊の課題を抱えるティズニット市と、②程度の差はあれ、収集運搬と最終処分の両方につ

いて能力が不足しているその他コミューンと、2 つの異なる地域と課題を抱えている。こう

した状況から、ティズニット県内の廃棄物管理能力を強化するためには、ティズニット市と

その他コミューンのそれぞれの異なる状況に合わせた能力強化を行うことに加え、広域廃棄

物管理の計画作成、住民の意識啓発の支援が不可欠である。

本プロジェクトの 8 つの期待される成果は、全体的な現状把握（成果 1）を行ったうえで、
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ティズニット市に対しては現在の収集運搬の更なる近代化（成果 2）と最終処分場に関する

計画・管理能力向上（成果 3、4）、その他コミューンに対しては廃棄物管理の基礎的な能力

向上（成果 5、6）支援を組み合わせたものであり、広域廃棄物管理アクションプラン策定

支援（成果 7）、全般的な住民意識啓発支援（成果 8）もカバーしている。これらの期待され

る成果が上がれば、プロジェクト目標である「ティズニット県の廃棄物管理能力が向上する」

は十分達成される見込みがある。よって高い有効性が認められる。

（3）効率性

ティズニット県では、上述の一般廃棄物管理 M/P が 2012 年 3 月以降には最終化される見

込みである。また、本プロジェクトの C/P となるティズニット市は、既存のオープン・ダン

ピングサイト改善に向けて調査及び計画を主体的に進めているところであり、新規衛生埋立

地の建設と既存オープン・ダンピングサイト安全閉鎖のための中央政府の補助金措置も内定

している。ティズニット市には他コミューンとの連携の意思もあり、またティズニット市に

てこれまでの廃棄物管理を運営管理してきた人材の C/P としての配置がある。本プロジェク

トは、対象地域におけるこうした既存のさまざまな取り組みとリソースを基盤とするため、

効率的に支援を行うことが可能である。また、モロッコ側の新規処分場建設といった投入が

計画に沿って実行されれば、プロジェクト目標達成はより加速されると考えられる。よって、

効率的なプロジェクト実施が見込める。

（4）インパクト

本プロジェクトのインパクトは以下のように予測できる。

ティズニット市を核として、周辺コミューンの廃棄物管理能力向上をめざすことにより、

ティズニット県全体の能力向上が期待される。また、このグッドプラクティスを中央政府と

も共有することにより、他県への広がりが期待できる。

ただし、十分なインパクトを確保するためには、成果の普及を中央政府任せにせず、プロ

ジェクトにおいても他地域を対象としたセミナーなどを開催するなどして、積極的に普及の

支援をすることが必要と考えられる。

（5）自立発展性

以下のとおり、本プロジェクトにおける効果は、相手国政府によりプロジェクト終了後も

継続されるものと見込まれる。

①　政策面

PNDM を基に、ティズニット県では一般廃棄物管理 M/P を策定中であり、本プロジェ

クトの目標、上位目標はこれら政策・計画とも合致している。

②　財政面

現状では新規衛生埋立処分場建設のための資金調達計画が不透明であり、プロジェク

トでは、この点も含めて廃棄物管理に関する財政・財務能力強化、事業の効率改善を行

う。

③　技術面

本プロジェクトにおいては、廃棄物収集から処分まで、廃棄物管理に係るさまざまな
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プロセスを包括的にみた技術力向上をめざしている。ティズニット市では清掃業務に

34 名、収集業務に 63 名が配置されており、幹部職員の士気も高く、現状でも市街地は

ある程度清浄に保たれている。また運搬車両等の機材は適正に維持管理されており、こ

れらの職員を訓練することにより、技術的なノウハウは蓄積されるものと考えられる。

他方、村落コミューンにおいては、廃棄物管理担当者が任命されていないコミューン

も存在するなどの課題もあるため、本プロジェクトでは、これらの人材配置などの課題

についても改善を図る。

３－６　実施上の留意事項 

（1）プロジェクト実施体制 
プロジェクトの実施体制は図－４に示すように、ティズニット市のメンバーと JICA 専門

家チームによって構成されるプロジェクトチームを結成し、このチームが核となって実施す

る。また、ティズニット市以外の参加コミューンのメンバーは、テクニカルコミッティのメ

ンバーとして参加する。また、JCC にはモロッコ側の中央担当官庁である環境局並びに内務

省及び JICA モロッコ事務所が参画し議長はティズニット市長が務める。

 

図－４　プロジェクト実施体制

（2）パイロット活動

パイロット活動は、事業を本格的に導入する前段階として、その手法が有効であるのかど
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うかを検証し、具体的なオペレーション時の問題点や課題を明らかにするために行うもので

ある。本プロジェクトにおいては 2 つのパイロット活動を想定する。第一は、成果 2（ティ

ズニット市における 3R 活動を含む収集・運搬が近代化される）に関するパイロット活動で

あり、3R（特にリサイクル）の導入に関するものである。第二は、成果 3（ティズニット市

の既存廃棄物処分場の改善・管理能力が向上する）に関するもので、オープン・ダンピング

サイトの改善や閉鎖・土地利用に関して実施する。パイロット活動の実施詳細計画は、本プ

ロジェクトの初期段階での現状分析が明らかになった段階で、専門家と C/P が十分協議した

うえで計画を策定し、実施することとする。

（3）必要となる調査

1）社会調査

ベースラインの設定並びにプロジェクトの効果を定量的に把握するために、廃棄物の収

集率や住民の廃棄物管理サービスに対する満足度、理解度、参加意思、プロジェクト認知

度、環境配慮意識などの調査項目を含む社会調査を行う。頻度としては、プロジェクト期

間中に少なくとも 3 回（開始時、中間、終了時）実施することを想定。また、ティズニッ

ト市では本調査の現場調査要員に市の雇用促進の一環として失業者の利用を、結果の集計

は C/P と専門家チームが協働して実施することを希望しており、実行にあたっては、この

ことに配慮する。

2）ゴミ量・ゴミ質調査

ティズニット市を含むティズニット県のすべての最終処分場（オープン・ダンピングサ

イト）には計量設備が設置されておらず、最終処分量は車両の定格積載量と台数から推定

されているにすぎない。そのため、ティズニット市を対象としてゴミ量・ゴミ質調査を実

施して正確な排出量とゴミ組成を把握する必要がある。
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第４章　団長所感

（1）ティズニットにおける廃棄物管理の現状と課題

ティズニット市の廃棄物管理の状況は、市内清掃サービスという点では比較的いきとどいて

おり、アラブの地方都市としては例外的に町並みが清潔で、街路における著しいゴミ散乱な

どはほとんど認めることができなかった。ただし、中心街区での 1 日 2 回収集実施など効率性

に欠ける面もあり、定時定点収集導入の課題など改善の余地はある。ティズニット市以外のコ

ミューンについても直営のみならず民間（アソシエート）との協力などでゴミ収集サービスが

かなりの程度実施されているものの、ワークショップでの問題分析によれば一部コミューンで

はゴミ収集サービスが不十分であり、収集運搬サービス改善が必要である。

一方、最終処分については、ティズニット市の既存処分場は塀にて管理区域を区画している

のみのレベル 1 のオープン・ダンピングであり、覆土が不十分で野焼きもあり、ハエの発生や

廃プラスチックの風散も著しく、周辺住民から多数の苦情が出ている。市以外のコミューンの

処分場については、管理区域指定さえなされないレベル 0 のオープン・ダンピングがあり、改

善の余地は大きい。

これら処分場に投棄されている廃棄物は段ボール、ペットボトル、金属缶、ガラス瓶などが

かなり多量に混在しており、現在はウェストピッカーによって任意に有価物回収が行われてい

るものの、資源ゴミのリサイクルについては相当程度改善の余地がある。ただし、以上の問題

点は定性的に指摘できるものの定量的なデータが極めて不十分であり、ゴミ量ゴミ質について

は正確に把握されているとはいえない。

全体として、ティズニット市と周辺コミューンでは程度の差があるものの、最終処分場の現

場改善と運営管理改善により高いプライオリティがあり、収集運搬についてはコミューンを中

心に確立が望まれ、市においては効率性の改善や合理化が必要である。加えて、ゴミ量ゴミ質

を正確に把握したうえでの 3R コンセプトの導入、リサイクルによる最終処分場への流入ゴミ

量の削減や、発生抑制への取り組みといった課題が、とりわけティズニット市において必要で

あると認められる。

（2）プロジェクトの詳細設計のポイント 4 
以上の現状認識に立ち、本プロジェクトでは、ティズニット市と周辺コミューンをターゲッ

トとして、8 つの成果（アウトプット）を設定し、プロジェクト目標「ティズニット県におけ

る廃棄物管理能力が向上する」を掲げることとした。

成果 1 は、廃棄物に関する現状把握と分析能力の強化である。これについては現在ティズニッ

ト県が作成中の県廃棄物管理 M/P に盛り込まれる情報を精査したうえで、必要に応じて補足

調査を支援する必要があるが、M/P においても定量的な分析は不十分であると予想される。な

お、現在の法制度や規則においては処理責任や処理手順のあいまいな廃棄物が多様な発生源か

ら排出されており（例えば建設廃棄物や畜産廃棄物）、調査結果に基づき既存法制度の改正提

言等もプロジェクトとして行う。

成果 2 は、ティズニット市のゴミ収集・運搬サービスの、3R コンセプトの導入等による効

4
　詳細設計の具体的内容については、第３章を参照のこと。
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率化、合理化のための能力強化である。この成果の達成のために、リサイクルのパイロット活

動を実行し導入手法を検証する。

成果 3 は、ティズニット市の既存最終埋立処分場の改善であり、埋立構造改善と運営管理改

善のための能力強化である。これは、現在県が計画中の新規衛生埋立処分場の完成までの、暫

定的な最終処分に対応するものとなる。この部分の成果が本プロジェクトにおける最も目に見

える成果となろう。

成果 4 は、新規衛生埋立処分場とその付帯施設の設計に関する支援であり、プロジェクトで

は建設そのものについてはカバーしないものの、計画段階での技術支援を行う。県と市の方針

にもよるが、資金調達方法に関して BOT（Build Operation Transfer）などに関する助言も必要と

なる。なお、早期に新規衛生埋立処分場が完成した場合には、その適正なオペレーションや維

持管理に関する自治指導・支援を行う。

成果 5 は、ティズニット市以外のコミューンのゴミ収集運搬サービスの改善に関する能力強

化である。人材育成支援も含まれており、ティズニット市の協力の下、現地研修コース開催な

どが行われる。

成果 6 は、ティズニット市以外のコミューンの最終処分地の改善であり、具体的にはオープ

ン・ダンピングサイトの埋立構造改善や運営管理改善、必要に応じて安全閉鎖方法の助言を含

む。成果 3 と同様、現在県が計画中の新規衛生埋立処分場及び中継基地の完成までの、暫定的

な最終処分状況の改善に対応するものとなる。

成果 7 は、県廃棄物管理 M/P に基づき、ティズニット市とその周辺コミューンによる広域

廃棄物管理ネットワーク構築と新規衛生埋立処分場への集中処分システムをアクションプラン

として策定することが課題となる。ただし、このアクションプランの実行は、成果 4 で述べた

新規衛生埋立処分場の完成が前提となる。

成果 8 は、以上の新しい廃棄物管理システムを発生排出者である住民自らの参加協力によっ

て支えるための環境意識啓発の取り組みである。

（3）モロッコ全体を視野に入れた協力

プロジェクトの目標達成はモロッコ全国の地方中小都市の廃棄物管理の改善課題とも深く関

係する。モロッコにおいては大都市や中核的都市レベルでの廃棄物管理は民間連携や投資に

よって改善してきているが、地方中小都市の廃棄物管理改善については、まだ緒に就いたばか

りである。とりわけ地方コミューンを巻き込んだ広域廃棄物管理についてはまだ実践がほとん

どなされていない。したがって、本プロジェクトにおけるティズニット市を核とした周辺コ

ミューンとの広域廃棄物管理体制が構築されれば、その構築方法や制度・システム設計のあり

方は、今後の他地方における同様の取り組みのモデル事例として重要な情報を提供するものと

期待される。本プロジェクトの上位目標において、ティズニット県における廃棄物管理の改善

と並んで、ティズニット県の経験が他の県、地域とシェアされるとしたのは、まさにこのこと

からである。

プロジェクト終盤では、プロジェクト成果やモデルの積極的な普及をめざし、中央政府（環

境局、内務省）などと共催して全国セミナーを開催する必要があろう。
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（4）本プロジェクト実施にあたっての強み（strength）と弱み（weakness）
ティズニット市当局の本プロジェクトに対するオーナーシップは非常に強く、これまでの初

歩的な清掃事業実施経験に基づく一定の人材リソースがあり、また、既存処分場の改善に関す

る第一段階工事を自ら企画しプロジェクト開始前に実施する予定など、積極的で自助努力を惜

しまない姿勢が認められる。また、ワークショップでの問題分析に関する参加状況から判断す

れば、ティズニット市のみならず他のコミューンにおいても、問題意識を共有する人材が存在

することが認められ、廃棄物管理改善のための地域的連携の機運が生まれてきている。これら

は本プロジェクトの実施にあたっての強み（strength）である。

一方、ティズニット市と他コミューンとの連携と、そのための調整については、本来ティズ

ニット県が戦略をもち調整し連携を推進していくべきであるが、県当局の体制の脆弱さにより

本来果たされるべきサポートが十分には得られない可能性が高く、当面は必ずしも県全域のコ

ミューンを対象としたものとはならないと予想される。これは、本プロジェクトにおいて弱み

（weakness）となるものである。かかる状況においては、市とその近隣の連携の意思のあるコ

ミューンを対象とした、現実的な範囲での広域廃棄物管理化をまず構築し、それを拠点として

順次拡大していく道筋をたどるであろう。

しかし、ひとたび具体的な広域廃棄物管理事業が目に見える形で実現されれば、それはモデ

ル化に向けた事例展開にほかならず、結果として本プロジェクト自体が、同様の条件にあるモ

ロッコ全国の地方中小都市の廃棄物管理改善のパイロット活動的意味を有するに至ることにな

る。

リスク要因は、弱みとした県当局の、県廃棄物管理 M/P を実践するにはあまりにも脆弱な

体制にある。この部分は中央政府（環境局及び内務省）によってフォローされる必要がある。

現状では、中央政府（環境局、内務省）と現地間の情報交換が密に行われているとはいい難い

状況があるところ、この点については中央政府と認識を共有するに努め、議事録で合意を確認

した。
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１．詳細計画策定調査　協議議事録（M/M）（英語）

２．PDM（案）（日本語）

３．収集資料リスト
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１．詳細計画策定調査　協議議事録（M/M）（英語）



－ 42－



－ 43－



－ 44－



－ 45－



－ 46－



－ 47－



－ 48－



－ 49－



－
50

－



－ 51－



－ 52－



－ 53－



－ 54－



－ 55－



－ 56－



－
57

－



－
58

－



－
59

－



－
60

－



－ 61－



－ 62－



－ 63－



PDM（案）

プロジェクト名：ティズニット市及び周辺コミューンにおける廃棄物管理能力向上プロジェクト
プロジェクト期間：3年間（2012年9月～2015年8月）

プロジェクトの要約 指　標 指標データ入手手段 外部条件

上位目標
１）ティズニット県における廃棄物管理が改善される
２）ティズニット県における廃棄物管理モデルがモロッコの他県においても共有される

１）ティズニット県における廃棄物収集率（発生量に対する収集
量の割合）が向上する
２）ティズニット県において改善された既存廃棄物処分場の数
が増加する
３）ティズニット県において衛生埋立処分場で処分される廃棄物
の割合が増加する
４）廃棄物管理に係るマスタープラン実施のための指針がモ
ロッコ政府によって承認される

・モロッコにおける廃棄物管理に関する政策や法律が大
きく変わらない
・プロジェクトにおいて提案された活動に対しティズニット
県が十分な予算を確保する

プロジェクト目標

ティズニット県における廃棄物管理能力が向上する １）廃棄物管理改善のための計画及び指針が策定され、ティズ
ニット県において承認される

・ティズニット県によって承認された計
画及び指針

・モロッコ側主要C/Pスタッフがプロジェクト期間中異動し
ても体制や技術が引き継がれる

成　果
１．ティズニット県における廃棄物管理の現状と課題が取りまとめられる １）ティズニット県の廃棄物管理に係る現状分析報告書が作成

される
２）廃棄物分別及び取り扱いに関する指針が作成される

・ティズニット県廃棄物管理現状分析
報告書
・ティズニット県廃棄物分別及び取り
扱いに関する指針

２．ティズニット市における3R活動を含む収集・運搬が近代化される １）ティズニット市における廃棄物収集率がベースラインのX％
からY％に向上する
２）パイロットエリアにおいて廃棄物減量率及び/またはリサイク
ル率がベースラインのX％からY％に向上する
３）ティズニット市における廃棄物収集及び運搬改善計画が作
成される
４）ティズニット市における３R活動計画が作成される

・ティズニット市廃棄物収集率記録
・ティズニット市におけるパイロットエリ
アにおけるリサイクル率記録

３．ティズニット市の既存廃棄物処分場の改善・管理能力が向上する １）ティズニット市既存廃棄物処分場改善計画が作成される
２）ティズニット市既存廃棄物処分場の安全閉鎖計画が作成さ
れる

・ティズニット市既存廃棄物処分場改
善計画
・ティズニット市既存廃棄物処分場安
全閉鎖計画

４．ティズニット市により新規衛生埋立処分場を計画・管理する能力が向上する １）新規衛生埋立処分場管理計画が作成される
２）X人の衛生埋立処分場管理スタッフが研修を受ける

・衛生埋立処分場管理計画
・研修報告書

５．ティズニット市以外のモデルコミューンにおける廃棄物収集・運搬能力が向上する １）選定されたコミューンにおいて廃棄物管理のためのスタッフ
X人が研修を受ける
２）選定されたコミューンにおいて廃棄物収集・運搬に関する指
針が作成される

・選定されたコミューンにおいて配属さ
れたスタッフ数
・選定されたコミューンにおける廃棄
物収集・運搬改善指針

６．ティズニット市以外の選定されたコミューンにおいて既存廃棄物処分場管理能力が向上
する

１）選定されたコミューンにおいて既存廃棄物処分場改善計画
が作成される
２）選定されたコミューンにおいて既存廃棄物処分場の安全閉
鎖計画が作成される

・ティズニット県廃棄物処分場改善計
画
・ティズニット県廃棄物処分場の安全
閉鎖計画

ターゲットサイト：ティズニット県ティズニット市及び周辺コミューン
ターゲットグループ：ティズニット市及び周辺コミューン

・ティズニット県における新規衛生埋立処分場が計画ど
おり建設される
・パイロット活動にかかわる住民等関係者の理解が得ら
れる－
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７．ティズニット県のマスタープランに沿った廃棄物管理指針作成能力が向上する １）廃棄物管理マスタープラン実施指針が中央政府に提出され
る

・マスタープラン実施指針

８．ティズニット市パイロットエリア住民の廃棄物管理に関する意識が向上する １）決められた場所への廃棄や分別等、適切な廃棄物管理へ
の住民参加者がベースラインからX％増加する
２）住民啓発活動の普及計画が作成される

・社会調査

活　動
１－１　廃棄物管理組織体制を分析する
１－２　廃棄物管理に係る財務・経済の現状を分析する
１－３　周辺コミューンにおける廃棄物管理の現状を分析する
１－４　廃棄物の重量・組成分析調査を実施する
１－５　既存処分場の現状を分析する
１－６　廃棄物管理の意識に係る社会調査を少なくとも3回実施する
１－７　廃棄物管理に係る課題を分析する
１－８　廃棄物分別及び処理ルールに関する指針を作成する

２－１　廃棄物収集・運搬システム改善計画を作成する
２－２　３R活動改善計画を作成する
２－３　ティズニット市において廃棄物収集・運搬改善のためのパイロット活動を実施する
２－４　ティズニット市内の選定地域において３Rに関するパイロット活動を実施する

３－１　ティズニット市における既存廃棄物処分場改善計画を作成する
３－２　ティズニット市における既存廃棄物処分場改善パイロット活動を実施する
３－３　既存廃棄物処分場管理のための人材研修を実施する

４－１　新規衛生埋立処分場計画策定・施工監理・維持管理のための人材研修を実施する
４－２　ティズニット市に対して衛生埋立処分場計画に関するアドバイスを行う
４－３　新規衛生埋立処分場管理計画を作成する

５－１　3つのモデルコミューンを選定する
５－２　コミューンにおける廃棄物管理体制を分析する
５－３　廃棄物管理に係る人材育成のためのワークショップを開催する
５－４　廃棄物収集・運搬計画を作成する

６－１　3つのモデルコミューンを選定する
６－２　コミューンにおける廃棄物処分場管理体制を分析する
６－３　処分場改善計画を作成する

前提条件

８－１　活動１－６を基に廃棄物管理に係る住民意識啓発のためのアクションプランを作成
する
８－２　住民意識啓発のための教材等を作成する
８－３　住民意識啓発活動を実施する
８－４　８－３に基づく住民意識啓発活動普及計画を作成する

投　入
１．日本側
（a）専門家派遣
　・総括/廃棄物管理
　・廃棄物収集計画/廃棄物調査
　・3R活動計画
　・埋立処分場計画/廃棄物エンジニアリング
　・経済・財務分析/組織分析
　・環境社会配慮及び住民意識啓発
（b）パイロット活動に必要な資機材
　・パイロット活動に必要な資機材
　・住民意識啓発活動に必要な資機材
（c）カウンターパート本邦研修

２．モロッコ側
（a）カウンターパート配属
（b）日本人専門家のための事務所
（c）その他活動に必要な費用
　・政府スタッフ給与、日当
　・電気、水道、ガス、燃料等の費用
　・資機材の免税手続き、内陸輸送費等

７－１　廃棄物管理に係る県のマスタープランをレビューする
７－２　マスタープランにおいて達成すべき目標を特定する
７－３　マスタープラン実現のためのアクションプランを作成する
７－４　マスタープラン実施のための指針を作成する

ティズニット県における廃棄物管理マスタープランが最終
化される

－
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収集資料リスト

番号 名　　　　称 言語
形態

図書・ビデオ
地図・写真等

オリジナル　・
コピー

発行機関 発行年

1
廃棄物管理および処理に関する法律 No.28-00（廃棄物処理法）仏
訳版

仏語
PDF（アクロバッ

ト）ファイル
オリジナル モロッコ国 2006

2
廃棄物管理および処理に関する法律 No.28-00（廃棄物処理法）ア
ラビア語（原文）

アラビ
ア語

PDF（アクロバッ
ト）ファイル

オリジナル モロッコ国 2006

3
廃棄物管理国家計画プログラム（Programme National des Dé
chets Ménagers: PNDM ）

仏語
PDF（アクロバッ

ト）ファイル
オリジナル モロッコ国 2006

4 PNDMに関する報告書（背景、現状、プログラムの内容、影響） 仏語 MSワード オリジナル モロッコ国環境局より入手 不明

5 PNDMの概要 仏語 パワーポイント オリジナル モロッコ国環境局 不明

6 PNDMに関する中央から地方自治体に対する資金支援メカニズム 仏語
PDF（アクロバッ

ト）ファイル
オリジナル モロッコ国環境局より入手 不明

7 世銀のPDLについて 仏語 MSワード オリジナル モロッコ国環境局より入手 不明

8 廃棄物分野の現状と今後の展望 仏語
PDF（アクロバッ

ト）ファイル
オリジナル  モロッコ国環境局 2003年1月

10
モロッコにおける家庭廃棄物分野の改革による社会及び貧困への
影響分析

仏語 MSワード オリジナル
水利環境庁、世界銀行、国連
開発計画、ベルギー協力

不明

9 モロッコにおける固形廃棄物のリサイクル分野の開発
11 廃棄物の収集作業員を対象としたハンドブック 仏語 印刷物 オリジナル ドイツ国際協力公社（GIZ）

12 モロッコにおける分権化 英語
PDF（アクロバッ

ト）ファイル
オリジナル 国連開発計画（UNDP） 不明

13
ティズニット県一般廃棄物管理マスタープラン作成に向けた調査報
告書（１）（Mission 1）

仏語
PDF（アクロバッ

ト）ファイル

オリジナル
（ただし修正履歴

入りのPDF）
ティズニット県 不明

14
ティズニット県一般廃棄物管理マスタープラン作成に向けた調査報
告書（１）（Mission 1）の概要

仏語 パワーポイント オリジナル ティズニット県 不明

15
ティズニット県一般廃棄物管理マスタープラン作成に向けた調査報
告書（１）（Mission2）

仏語
PDF（アクロバッ

ト）ファイル
オリジナル ティズニット県 不明

16
ティズニット県一般廃棄物管理マスタープラン作成に向けた調査報
告書（２）（Mission2）の概要

仏語 パワーポイント オリジナル ティズニット県 不明

17
ティズニット市における新規衛生埋立処分場の建設に関する環境
影響評価（EIA）調査

仏語
PDF（アクロバッ

ト）ファイル
オリジナル ティズニット市 不明
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モロッコ王国

ティズニット市及び周辺コミューン

における廃棄物管理能力向上

プロジェクト

詳細計画策定調査報告書

独立行政法人国際協力機構

地球環境部

平成24年6月
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